


災害発生初期の
医療体制について

平成26年3月2０日
中部保健所
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１ 災害発生初期の医療体制について

区 分 施設数 回答数 回答率

医療機関（診療所） １６０ ７１ ４４％

2

これまでの経緯

アンケート調査（災害発生初期の対応について）
目 的：管内の現状把握を行い、今後の対策に資する
調査対象：医療機関（診療所）
※病院、市町村、消防機関については、昨年度実施済み

1. 昨年度の管内健康危機管理対策連絡会議において
災害発生時の医療体制をテーマに意見交換をおこなった。

2。本年度も引き続き、中部管内の災害時の医療体制の確保について
意見交換、協議を行う。

沖縄県地域防災計画、保健医療計画
における役割

地域防災計画

根拠：災害対策基本法
目的：防災行政の推進

医療衛生班

保健医療計画 平成25年4月改訂
根拠：医療法
目的：医療の効率的
提供体制の確保

災害医療体制

生活福祉班

救急医療体制

県立病院班

災害対策中部地方
本部（本部長：中部
土木事務所長）

災害拠点病院

県立５病院）が各圏域の災害拠点病院と
して指定されている

更に県の災害医療の中心的な役割を果
たす「基幹災害拠点病院」として中部病院
が指定されている。

DMAT病院
中部圏域では３病院が指定

（中部病院、中頭病院、中部徳洲会病院）

沖縄県保健医療計画

沖縄県土木建築部 海岸防災課

１.沖縄本島北方沖の想定地震
２.沖縄本島南東沖の想定地震
３.沖縄本島南西沖の想定地震
４.久米島北方沖の想定地震
5.久米島南西沖の想定地震

地震・津波被害予測の想定地震一覧
（管内１１市町村被害想定）

重傷 軽傷 重傷 軽傷

本島南西沖地震 震度６弱 1 ,009 3,1 26 7 51 7 3 2 6 277 5 ,552 13 ,759 17 14 411

久米島南東沖地震 震度６弱 241 538 － － 4 0 7 9 2 1 ,891 2 ,6 31 － － －

久米島北方沖地震 震度６弱 347 832 52 98 3 0 1 0 118 2 ,389 3 ,7 24 41 43 692

本島北方沖地震 震度５強 253 468 - - 2 0 8 8 7 1 ,764 2 ,3 65 - - -

本島南部断層 震度６強 882 2,8 20 － － 6 3 2 3 255 5 ,069 12 ,673 － － －

伊祖断層 震度６強 2 ,383 6,5 59 － － 8 5 6 1 459 8 ,980 30 ,766 － － －

石川-具志川断層 震度６強 5 ,105 12 ,2 48 － － 11 8 119 721 14 ,01 3 57 ,610 － － －

本島直下プレート内地震 震度６強 9 ,187 21 ,7 16 － － 59 52 215 1 ,13 3 21 ,81 5 100 ,768 － － －

建物被害棟数

出火件

数
（件）

出火・延焼被害

焼失棟数
（件）全壊

（棟）
半壊
(棟）

全壊
（棟）

半壊
(棟）

地震動・液状化 津波

死者数
（人）

死者数
（人）

負傷者数（人）負傷者数（人）最大震度想定地震

避難者数
（人）

人的被害

津波建物被害・火災等

沖縄県地域防災計画（平成24年3月修正）・沖縄県地震被害想定調査（平成22年3月）より
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7

中部管内において最も被害の多いケース
（本島直下プレート内地震 最大震度６強）

中部管内において津波被害のでるケース
（久米島北方沖地震 最大震度６弱）

2ケースを選定し、想定地震とする。

管内で想定される地震・津波

沖縄県地域防災計画（平成24年3月修正）・沖縄県地震被害想定調査（平成22年3月）より 8

建物被害想定(本島直下プレート内地震）

沖縄県地域防災計画（平成24年3月修正）・沖縄県地震被害想定調査（平成22年3月）より

9

最大遡上高の想定（最新版）

9

沖縄県津波被害想定調査（平成25年３月）より

ハートライフ病院

琉大病院

宜野湾市

中城村

5.m以上10m未満

２m以上５m未満

0.3m以上１m未満

宜野湾市、北谷町

5.m以上10m未満

２m以上５m未満

0.3m以上１m未満

中部病院

徳洲会病院

中頭病院

沖縄市
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勝連半島

0.3m以上１m未満

２m以上５m未満

5.m以上10m未満

うるま市

災害時の医療需要・供給バランス

重傷者

軽傷者

残存医療機関
（建物）

残存医療従事者

平時から

医療依存の高い患者

16

需要
供給

医療提供体制は、需要と供給バランスが重要な問題とな
る。

（災害時想定）

（災害時想定）

医療需要量
（医療を受ける者）

医療供給量
（医療を提供に要する
ハード、ソフト、搬送体制）

Ⅰ 医療提供体制

＝?＝

17

人的被害想定
中部圏域の想定地震・津波の人的被害が甚大なもの。

Ⅰ 医療提供体制

重傷 軽傷 重傷 軽傷

本島直下プレート内 震度６強 215 1,133 21,815 100,768 － － －

久米島北方沖地震 震度６弱 10 118 2,389 3,724 41 43 692

想定地震
避難者数
（人）

人的被害

津波建物被害・火災等

死者数
（人）

死者数
（人）

負傷者数（人）負傷者数（人）

予測
震度

重軽傷者合計：２２，９４８人

重軽傷者合計：３，２４２人

沖縄県地域防災計画（平成24年3月修正）・沖縄県地震被害想定調査（平成22年3月）より

災害時は被災者の対応だけではない！

医療機関は、医療依存度の高い在宅患者（在宅人工呼
吸器、在宅酸素療法、人工透析、インシュリン治療等）、
分娩等、様々な患者に対応する必要がある。

（例）

①在宅人工呼吸器利用者 ３９名程

②在宅酸素療法利用者 ４０４名程

③人工透析利用者 約２千名以上

18

Ⅰ 医療提供体制
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予測される需要に対して供給はどうなる？

残存医療機関
（建物）

残存医療従事者

在宅人工呼吸器 39名以上
在宅酸素療法 404名程

人工透析 2，000名以上

19

需要 供給

（災害時想定）

Ⅰ 医療提供体制

（平時から医療依存の高い患者の想定）

医療需要量
（医療を受ける者）

医療供給量
（医療を提供に要する
ハード、ソフト、搬送体制）

＝?＝

災害時想定 重軽傷者

本島直下プレート 22,948人

久米島北方沖 3,242人

倒壊可能性

倒壊可能性あり：６機関・
なし ：３5機関
不明 : 30機関

20

Ⅰ 医療提供体制（診療所）

あり
9%

なし
42%

不明
49%

倒壊可能性 n=71

あり, 6 なし, 35 不明, 30診療所

関係機関 倒壊可能性 n=７１

医療機関の院内体制

マニュアル策定：17機関

業務継続計画（BCP）策定：2機関

22

災害時の院内体制、
業務優先順位で
問題は生じない？

Ⅰ 医療提供体制（診療所）

課題 医療提供体制

医療需給のアンバランス

災害時対応マニュアル、業務継続計画（BCP）が未整備

（課題解決に向けた、国報告書の提案）

自らの被災を想定した防災マニュアル作成

長期的対応も見込んだ業務継続計画（BCP）作成
医療依存度の高い患者の搬送計画の策定等

23

災害時、どのような体制で医療を提供できるか

災害医療等のあり方に関する検討会 報告書（平成23年10月）より

災害時は、需給バランスが崩れ、
需要が増えるのではないか。

残存医療機関
（建物）

回答38機関中
残存15機関
不明 7機関

ベッド数 少なくとも30％減

医療従事者
予測出来ないが、
平常時より確実
に減少

21

需要

供給

＞医療需要量
（医療を受ける者）

医療供給量
（医療を提供に要する
ハード、ソフト、搬送体制）

（災害時想定）

Ⅰ 医療提供体制 （診療所）

（平時から医療依存の高い患者の想定）

在宅人工呼吸器 39名程度
在宅酸素療法 404名程

人工透析 2，000名以上

想定地震 重軽傷者

本島直下プレート 22,948人

久米島北方沖 3,242人

衛星電話所持：０機関 防災無線所持：３ 機関

24

通信手段の確保

Ⅱ 通信インフラ（診療所）

3 あり なし, 68

なし, 71

防災無線

衛星電話

NTT以外の通信手段の確保 n=71
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広域災害救急医療情報センター

備蓄（電気、水、ガス）

自家発電機

あり：１５機関

なし：５６機関

※平均対応日数２日間

27

Ⅲ 備蓄（診療所）

水備蓄

あり：２３機関

なし：４８機関

※平均対応日数4日分

ガス

あり： ７機関

なし：６４機関

※平均対応日数7日間

備蓄について

28

Ⅲ 備蓄（診療所）

○国報告書： 飲料水は、３日程度。

※多数の患者来院、職員の帰宅困難を想定して

○県調査報告書：上水道要復旧日数は、８日

電気
○国報告書：３日程度

※通常時の６割程度の発電容量

○県調査報告書：要復旧日数は４日

問題点 Ⅱ 通信インフラ

医療機関の被災に関する情報共有方法は？

（課題解決に向けた、国報告書の提案）

広域災害・救急医療情報システム（EMIS）の活用
? 最新医療資源情報、超急性期診療情報、急性期以降の患者
受入情報、DMAT活動情報等の収集。
複数の通信手段の保有：衛星電話、衛星回線インターネット、

25

関係機関との連絡・調整をどのように行うか

スフィア・プロジェクト２０１１（人道憲章と人道対応に関する最低基準）

備蓄（医薬品、酸素）

医薬品

あり：１７機関

なし：５４機関

平均７日分

30

Ⅲ 備蓄（診療所）

○国報告書：３日程度

酸素
あり ：２９機関
なし ：４２機関
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32

• 診療所の自家発電ありが２１％、水が３２％、ガスが9.8％
• 医薬品備蓄が２３％、酸素４０％
• 職員用食料備蓄は、１８％、飲料水5.6％

（課題解決に向けた、国報告書の提案）

・ 備蓄は、流通を通じて適切に供給されるまでの適当な期間３日分とすること
が適当である。

・ 平時から、地域の関係団体・業者との協定の締結により、災害時に優先的に
供給される体制を整える。（流通の確保）

・ 医薬品等供給確保は、各都道府県において策定することとされている
「医薬品等の供給、管理等のための計画」に基づいて体制を整える必要がある。
（流通の確保）

問題点 Ⅲ 備蓄

災害時、診療機能を維持出来るのか。

備蓄（職員用）

食料備蓄
あり：１３機関
なし： ５８機関
平均４日分

飲料水
あり：４機関
なし：６７機関
平均４日分

31

Ⅲ 備蓄（診療所）

○国報告書：３日程度

あり, 4

あり, 13

なし, 70

なし, 67

なし, 58

衣服

食料

飲料水

職員用の備蓄 n=71

備蓄なし

33

災害時の患者受入、外傷処置について

在宅酸素の患者、外来透析患者について

（診療所）

34

災害で診療不能になった場合、地域の基幹病院へ行くこ
とを知っていますか。

はい
34%

いいえ
60%

その他
6%

n=71

はい：２４機関

いいえ：４３機関

不明：４機関

はい
11%

いいえ
79%

その他
10%

n=71

はい： ８機関

いいえ：５６機関

不明： ７機関

地域の基幹病院へ行った場合、何を行うこととされている
か知っていますか。

35

海抜高度、避難場所、耐・免震について確認してますか

はい：１９機関

いいえ：４６機関

その他： ６機関

災害時に都道府県医師会が指定地方公共機関となるこ
とをご存じですか

DMAT
Disaster Medical Assistance Team

災害派遣医療チーム

救命救急医療を行う

自立性、機動性をもつ

おおむね４８時間以内に活動

登録は、県内１３病院１９チーム、１１４名
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JMAT

Japan Medical Association Team

日本医師会災害医療チーム

自己完結による派遣

被災地の都道府県医師会からの要請に基づく
派遣

災害急性期の医療を行う

「災害医療対策委員会」報告書 別添１「JMAT要綱」参照

39

DMAT、JMATについて

3

22

7

7

35

35

52

40

42

45

34

34

16

9

22

19

2

2

6

5

4

3

2

1

n=71

はい

いいえ

その他

１、DMATについて知っていますか
２、JMATについて知っていますか
３、JMATに登録する意志はありますか
４、JMATに登録されたら早期派遣に同意しますか
５、 JMATの要請は県医師会が行うことを知っていますか
６、 診療所内にJMAT登録希望はいますか 40

医療体制の確保

医療提供

使用可能医療施設

医療従事者
集中配置？

受傷別、疾患別
搬送先設定？

医薬品等の確保

搬送

搬送車両、場所等の確保
（陸・海・空）

消防士、消防団員足りる？

避難所からの搬送
（慢性疾患患者等）

自宅からの搬送
（医療依存度の高い在宅患者）

本年度の取り組み

中部管内の救急告知病院（県立中部病
院、中頭病院、中部徳洲会病院、ハートラ
イフ病院）間において、災害時における相
互応援に関する協定の締結に向けて作業
中。

これまでに5回（2ヶ月に１回）集まり、協定
締結にむけた意見交換を行っています。

本年５月頃に協定を締結予定。

参考資料

沖縄県地域防災計画 （H24.3 沖縄県防災会議）

沖縄県地震被害想定調査報告書
（H22.3 沖縄県知事公室防災危機管理課）

災害医療等のあり方に関する検討会報告書
（H23.10 厚生労働省）

ソフィア・プロジェクト２０１１（人道憲章と人道対
応に関する最低基準）
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